
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福知山線脱線事故から１７年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●福知山線脱線事故とは？                      
 ２００５年４月２５日、福知山線脱線

事故が発生し、運転士を含む１０７名が

犠牲になりました。事故の直接的な原因

は制限速度を大幅に超えてカーブに進入

したことですが、背後要因としてＪＲ西

日本がミスをした社員に『日勤教育』と

呼ばれる長期的な社員教育を課し、責任

追及の風土が福知山線脱線事故につなが

りました。 

 ＪＲ西日本は事故後、安全対策の柱として日勤教育の見直しを掲げ、２０

１６年４月から事故やミスで列車が遅延しても処分しない制度を導入しま

した。 
 

●賃金カットを行う経営姿勢は責任追及の現れか！？          

 ２０２０年６月、ＪＲ岡山駅で回送列車の入区作業の際、運

転士は待機するホームを間違え、１分遅れたことを申告しまし

た。会社は「遅れた分は労働時間ではない」「ノーワークノー

ペイの原則に基づく」として１分間４３円と残業代１３円の合

計５６円の賃金カットを行いました。運転士は岡山地裁に提訴

し、２０２２年４月１９日、賃金カット分の支払いを命じる判

決を言い渡しました。 

 この裁判に対し、福知山線脱線事故の遺族からは「JR 西日本

の体質は変わっていない」「同じ事故を起こさないためにも声

を上げていきたい」と意見が出されています。 
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